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近年，精密加工技術の発達にともない，物体の形

状を高精度で測定する技術に対する要求が高まって

いる。なかでも測定物体を非接触，非破壊的に測定

でき，測定精度も高い光干渉計測法は検査装置とて

最も適していると考えられる。不連続な形状を含ま

ない鏡面物体での測定では，すでに数多くの製品が

販売されている。しかしながら，精密加工品は鏡面

に限らず，より複雑な形状をしている物も多く存在

する。租面物体や膜厚の計測では，1点測定である，

分解能が悪い，測定時間が長いなどの問題があり，

検査装置として十分な性能を有しているものは数少

ない。そこで本研究では，波長走査レーザ干渉計を

用い，段差を有する鏡面物体，租面物体，薄膜の形

状を測定する方法について研究を行う。

本研究は全6章で構成される。

第1章では，研究の背景，目的，および本研究の

構成について述べる。

第2章では，本研究で用いる正弦波状波長走査

レーザ干渉法の原理について述べる。まず，正弦波

位相変調干渉法の原理を示す。正弦波位相変調法で

は参照光に位相変調を加えることにより干渉信号に

含まれる位相を正確に求めることができる。しかし

ながら，単一の波長を用いる干渉計では光波長以上

の光路差を求めることはできない。そこで，この干

渉法に正弦波状波長走査レーザ干渉法を組み合わせ

た，二重正弦波位相変調干渉法を用いる。二重正弦

波位相変調干渉法では従来の位相に加えて，時間的

に変化する位相項が得られる。この位相項からは波

長以上の光路差が得られるが，その測定精度は高く

ない。そこで，従来得られる位相と時間に対して変

化する位相を組み合わせることにより，波長以上の

光路差を数nmの精度で求める方法を示した。一方，

測定物体を2次元で検出するため，CCDイメージセ

ンサを用いた。時間的に変化する干渉信号を正しく

検出するための信号処理方法について述べた。

第3章では，正弦波状波長走査レーザ干渉法を用

いた段差を有する鏡面物体と租面物体の形状を計測

する。波長走査レーザ干渉計では，波長走査幅が大

きいほど測定の分解能がよくなる。そこで外部共振

器型波長可変半導体レーザを構成した。これより，

約20nmの波長走査幅が容易に得られた。つぎに，

測定物体をミラーとして干渉計の測定誤差について

検討した。鏡面の測定物体として2枚のブロック

ゲージを並べて10〃mの段差形状を作り，測定し

た。測定の結果，得られた平均段差幅は10．020〃m

であり，繰り返し測定の誤差はおよそ3nmであっ

た。測定物体が租面である場合にはスペックルパ

ターンが生じ，測定物体の表面に対応した位相を得

ることができない。しかしながら，光の伝播距離の

情報は保持されているため，光源の波長を走査する
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